














　　3. der Wind ｢ｍづ風｣)一起き上がり，臥し，吠え叫び，窓をゆ
　　　　すぶる男性的なもの，という風に原始ゲルマン人は考えたのだろ
　　　　う。










　　5. die Nacht (f.｢夜｣) Edda物語によれば，夜は巨人Noriの
　　　　娘であった。
　　6.　der Tag (ｍ.｢昼，一日｣)一日はdie Nacht の子で，しかも母
　　　　なるdie Nacht には似てもつかぬ鬼子(？)だったから男性にな
　　　　った。
　　7. der Donner (ｍ.｢雷｣)一雷の男神を表す。
　　8. die Hoelle（ｆ・「地獄｣)一下界の女神Ｈｅｌで，死者をその膝の
　　　　中に隠す(hehlen)者である。











　『1.ａ』Vater (m.父), Binder (m.兄弟), Knecht (m.召し使い)，
　　　　　Nachbar (m.近所の人), Hirsch (m.鹿) ; Mutter (f.母)，
　　　　　Schwester (f.姉妹),Magd (f.女中）,Nachbarin (f.近所の女
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　　　　性),Hindin (f.雌鹿) ; Bild「中性。以下ｎ・｢絵画」), Wasser
　　　　（ｎ.水), Tuch (n.布), Blei (n.鉛）
　　c) Kind (n.子供), Pferd (n.馬), Rind (n.牛), Huhn (n.鶏）；






ない場合:Kind (n.子供), Kalb (n.子牛），Ｌａｍｍ（ｎ.子羊）。2.両性
をまとめる場合:Huhn (n.鶏), Pferd (n.馬), Rind (n.牛）。3.事物
の名称が語尾に付く場合:Madchen (n.女の子), Bockchen (n.子山




ｆ.太陽, Mond ｍ.月, Erde f.大地, Berg m. 山, Strom ｍ.川等）と自
然現象(Blitz ｍ.電光, Donner ｍ.雷鳴, Sturm ｍ.嵐, Jahreszeitenｆ.
（複数）季節）に人間としての性格を認め，その生命力の表れ方が，一
方ではより男性的な性格，他方はより女性的な性格に一致するように思






　意味と性を比較すること。 Hochmut （ｍ.高慢), Ubermut (m.有頂天），
　Unmut (m.不機嫌) ; Sanftmut (f.温和）一同じ基準で大きくて強い
　動物は男性(Bar m.熊, Wolf ｍ.狼, Adler ｍ.鷲, Storch ｍ.コウノ
　　トリ, Hai ｍ．鮫）,小さくて，やさしい動物は女性(Katze f.猫, Maus




































　f. (1) Schnecke (蝸牛), Blindschleiche(脚なし蜥蜴), Eidechse (蜥
　　　　　蜴), Made (蛆)……
　　　(2) Holle (地獄)






































　マタイによる福音書（以下Ｍａt.）8）7.25(8) jah atidda dalath rign jah





　ルカによる福音書（以下Ｌ.）7.44 jah gawandjands sik du thizaiqinon
qath du Seimona:gasaihwis tho qinon? atgaggandin in gard theinana wato











　マルコによる福音書（以下Me.)13.24 akei in jainans dagans afar tho
－99－






　ahd. Himmel und Ｈ611ｅ（天国と地獄）（12世紀のVorauer写本', Bam-
berg, Miinchen)




期間に, Luft (f.大気）は，女性と男性の間で揺れている。 mhd.では，
ｍ．「空気・大気」，f.「風・外気」の二つの意味を持っていた。













　『Da3 dritteelement da3 ist der luft. der beslu3it in sich die ersten zwei;
－100－

















　「暖かい」「湿った」という形容詞を必要とする。(warme Luft; die Luft ist
feucht)また，現代語のLuftは，「動き」も含んでいない13）。同じくDuden
では, es weht ein frischesLiiftchen.（涼しいそよ風が吹く） 。parz. 75.27














なる。男性名詞では暴力行為［Schlag m・「殴打］, Stich m. ［剌す］, BiB
m.［噛み付き］, RiB m. ［裂くＤそして争い(Zank ｍ.［口論］, Zom ｍ.
［怒り］, Spott ｍ.［嘲弄］, VerdruB m. ［不倫快な気分］）。女性名詞は一
一人間の行為を客観化するｰにおいては，人間が他の人間とどのように
付き合うかを表す語部と出会うのである。女性名詞は，「情報伝達」のた
めの名詞である。 Bitte f（依頼), Frage f.（質問), Hilfe f.（援助), Pflege
ｆ.（介護), Lehre f.（教え), Sprache ｆ．（ことば）』
　これより更に極端な議論15）一原語彙素(Madchen ｎ.【女の子】Jung-

























Spiel n.（ゲーム< spielen【遊ぶ】)Teilｎ.（部分< teilen【分ける】)Suche
f.（探索＜sｕｃｈｅｎ【捜す】）という重大な例外を無視しているように思え
る。また派生語ではないFenster ｎ・（窓）がなぜ中性なのか，という理由
は立派に存在する。 Fensterは，外来語（俗ラテン語fenestra f イタリア








































































Schmidts Engagement fur eine Annahrung ist zum Scheitern verurteilt,





















　1.　-ung (i)行為・活動を表す-ung; die Befreiung（解放) Erziehung
　　　（教育) Reibung (摩擦）（ii）状態を表す:Aufregung (興奮) Ver-




　　　状態を示す抽象名詞をつくる:Freiheit (自由) Krankheit (病気）
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　　　Schonheit (美) Wahrheit (真実）過去分詞よりGelegenheit (機会）
　　　Trunkenheit (酔い）名詞に直接付いた場合:Kindheit (子供らし
　　　さ，幼年時代) Gottheit (神性）集合名詞:Christheit (キリスト教
　　　徒一総数) Menschheit (人種）
　3. Ablautによる変換:（i）本来の運動・行為・活動を表す:Fahrt
　　　（走行) Ankunft (到着) Kunst (技芸）
　　　（ii）（i）の意味から具体的な場所:Furt (浅瀬) Gruft (墓地) Graft
　　　（市中の運河）Ｂｕcht（湾）
　　　(iii) (i)の意味から具体的なもの:Huelle (覆い) Huelse ((鞘）










　【動詞】Es hat damit angefangen, dass sie sichfuer Pilzeinteressiert.（菌
　　　　類が彼女を面白がらせる）
　【形容詞】Pilze sind fuer sie interessant.（彼女は菌類が面白いと思って
　　　　いるようだ。）
　【副詞】Interessanterweise wuchs der Pilz einen Inch pro Stunde.（面白
　　　　いことに，その菌類は一時間に一インチずつ伸びる。）
　ｗieが何故，疑問副詞と接続詞とに分類されているか，ということは続
語的意味からすれば当然である。つまりauf welche Weise (どのような
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方法で), auf gleicheWeise （同じように）という意味であるから文全体
の意味を理解する際には，それぞれ副詞・接続詞と理解するほうが合理的
判断を導き易いからである。しかし，代名詞から疑問詞ｗieを排除した







　mhd. riu(riuhe,ruhe) f.ざらざらした皮(nhd. rauh (荒い))mhd.briｕ
f.女主人mhd.spriu ｎ.複数形の類推からf.もみがら(nhd. Spreu) mhd.























（例) Freund ｍ. 友人，味方-freundlich adj. Freundであること-Freund-
　　　lichkeiば親切,好意fahren (乗り物で）行く-Fahrt f 走行, fuhren










　Rot : ein kraftiges,leuchtendes, dunkles Rot （けばけばしい，明るい，
　　　　暗い赤) die Ampel zeigtRot （信号は赤だ) sichin Rot kleiden
　　　　（赤い服を着る）
　Roete; die Rote des Abendhimmels （夕空の赤さ) eine sanfte Rote (ein
　　　　rotlicher Schimmer) farbte den Himmel （淡い赤みが（赤みがか








　das Rot : Was 狛r eine Farbe ist das?　それはどんな色ですか。 Das ist
　　　　　-
　　　　das Rot ihrerLippen. 彼女の唇の赤。
　die Rote : Wie war die Farbe ihres Gesichtes?　彼女の顔はどんな色で
　　　　　一






　wie : Lage ｆ.（位置）Ｆｏrmf.（形態) GroBe f.（大きさ）Zahl fベ数）
　　　　Beziehung f.（関係) Sichtbarkeitf.（可視物) Temperatur fパ温
　　　　度) Ortsveranderang f.（場所の移動) Sinnesempfindungen ｆ.（感
　　　　覚) Charaktereigenschaftenｆ・（性格特徴)Zeit E （時間) Farbe f.
　　　　（色彩）
　was : Tierｎ・（動物)Wesen ｎ.（存在) Geschehnis ｎ・（出来事)Lichtｎ.
　　　　（光) Wollen und Handeln (意志・行為) Zeichen ｎ.（合図）
　　　　Schrifttum ｎ・（著作)Gerateｎ.（器具) Rechtｎ.（法) Ubersinnli-













　Er zeigte mir die Losung des Problems. ゜ Er zeigte mir, wie ich das
Problem losen soil.彼は私に，問題の解決法を教えてくれた。
　Er wird sich bei seiner Schlauheitschon durchhelfen.＝Ｅｒwird, schlau,
wie erist,sich schon durchhelfen. 彼はあの通り狭猾だから確かに困難を
ｰ
切り抜けるだろう。
－ｌｌ3－
